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【担当課】 

第３章 地球温暖化対策の推進  

３．二酸化炭素吸収源対策 

⑶ 木材の利用促進 

 ② 民間建築物における県産木材利用の普及支援や建築士等への木材利用セミナーの開催 

 ③ 県産木材を積極的に使用する建築士・工務店の認定制度の普及 

 ④ 公共建築物における県産木材の利用促進 

 ⑤ 需要者ニーズに応じた効率的・安定的な木材供給体制の整備

 ⑴ 事業目的 

木材は、環境負荷が少なく炭素を固定したまま、有効活用することが可能なので、建築物における

県産木材利用を推進します。 

 また、公共建築物等における木材の利用を進めるため、平成22年12月に「しまね県産木材の利用促

進に関する基本方針」、「島根県木材利用率先計画」（平成31年４月更新）を策定し、木造化・木質化

の目標・対象・取組方法を定め各種製品の原材料としての木材利用の拡大といった波及効果を図りま

す。 

⑵ 取組状況 

① 令和２年度は、県産木材を積極的に使用した木造住宅の見学会の実施や県産木材を活用した

製材品カタログの作成、主に建築士を対象とした木造設計マニュアルなどを作成・配布し、県産

木材の普及啓発等を行いました。 

② 令和２年度から県産木材を積極的に使用する建築士・工務店の認定制度を開始し、県産木材の

安定的な供給体制を構築するため、木材製品を供給する製材工場等とグループ化した112の工務

店および147の建築士を認定しました。 

   また、これら認定工務店等による県産木材利用の取組を支援しました。 

・県産木材住宅助成  新築144棟 増改築12棟  計156棟 

・県産木材非住宅助成 新築６棟 

③ 県では、学校や駐在所などの公共施設、治山・林道等の公共土木工事などに県産木材を活用し

ました。 
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